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資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応について 
 

 

当社は、2024年７月30日開催の取締役会において、資本コストや株価を意識した経営の実現に向け

て現状を評価・分析し、改善に向けた方針を決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 現状認識と分析 

2024年１月期の指標は、ROE 8.96%、PBR 1.42倍となっております。 

当社のROEの水準は株主資本コストを上回っており、エクイティスプレッドは確保されています。こ

れは事業の収益力を安定的に高めてきた結果であると分析しており、PBRも１倍を上回り、上昇傾向に

あります。 

 

【連結経営指標】 

 2023年１月期 2024年１月期 

売上高（百万円） 32,505 34,933 

営業利益（百万円） 2,423 2,474 

経常利益（百万円） 2,615 2,517 

親会社株主に帰属する 

当期純利益（百万円） 
1,703 1,715 

ＲＯＥ（％） 9.17 8.96 

ＰＢＲ（倍） 1.28 1.42 

期末株価（円） 3,370 4,035 

 

  



２． 取組方針 

安定的に TSR(株主総利回り)を向上させていくためには、営業キャッシュフローとその源泉となる営業利

益を安定的に上げ、そこから生み出される資金を生産設備等に再投資して、さらなる利益拡大に繋げていく

ことが重要と考えております。2023年１月に公表した中期経営計画「つなぐ～next stage 2031～」ではこ

れを踏まえて、売上高と営業利益を目標数値として取り組んでおります。また、2024年１月には、中期経営

計画のより詳細な内容の開示とともに、株主還元の強化を目的とした配当方針の変更や、戦略的設備投資や

株主還元も踏まえた 2032 年１月期までのフリーキャッシュフローの配分方針等について、中期経営計画の

修正として発表いたしました。 

また、一般社団法人機関投資家協働対話フォーラムの「投資家との対話のお願い」で説明を求められてい

る、経営ビジョン等、現在のビジネスモデル・収益構造・市場環境等、認識するリスクおよび対応策、成長

戦略などの項目について、2024 年３月に開催しました事業説明会において投資家等に説明をいたしました。 

詳細は2024年１月の「中期経営計画の修正に関するお知らせ」、および2024年３月の「事業説明会」資料

をご覧ください。 

今後も株主・投資家との対話推進および情報開示の拡充を通じて株主資本コストを低減し、企業価値のさ

らなる向上に取り組んでまいります。 

 
中期経営計画「つなぐ～next stage 2031～」の修正に関するお知らせ 

https://www.morozoff.co.jp/company_ir/pdf/news/news_240130_02.pdf 

 

「事業説明会」資料 

https://www.morozoff.co.jp/company_ir/pdf/05_explanation/240325.pdf 

 

以  上 

 


